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奈良市がモビリティウィーク＆カーフリーデー 

日本アワード２０１８受賞！！ 

 

 本市で平成 30 年 9 月 16 日（日）～9 月 22 日（土）に実施した、車に頼らない快適で

持続可能なまちづくりを考え、イベントを通して、対象の地域内で車を使わない空間を創

り体感してもらう「モビリティウィーク＆カーフリーデーなら」がモビリティウィーク＆

カーフリーデー日本アワード２０１８においてまちづくり貢献賞、カーフリーデーベスト

ショット賞をダブル受賞しました。 

 

 まちづくり貢献賞 

《アピールポイント》 

イベント会場で実施したオープンワークショップ「～あなたの住みたい"奈良"を描い

てください～」では、クルマに頼らない快適で持続可能なまちを考えることをテーマ

に、来場いただいた市民、観光客の皆さんと一緒に、「こんな奈良に住みたい」、「こ

の道がもっと通りやすければ･･･」、「この道の雰囲気がとても素敵なので変わらない

でほしい」等の意見・アイデアを出しあい、「みんなの目指す奈良のまち」を描きま

した。また、出された意見・アイデアをふまえ、奈良のまちを交通の視点でどのよう

なカタチにしていきたいか考えました！ 

 

 カーフリーデーベストショット賞 

《タイトル》「『モビリティウィーク＆カーフリーデーなら』始まります！」 

《概要》開会式では、実行委員会会長による趣旨説明にはじまり、市長あいさつ及び

市長の交通規制開始宣言によって、カーフリーゾーンが創出されました！イベント参

加者は車のない空間で奈良の魅力を再発見しました！ 



 

 

※「モビリティウィーク＆カーフリーデー日本アワード２０１８」の概要 

■目的 

・各団体が行うモビリティウィーク＆カーフリーデーについての取組を讃えます 

・各団体の取組の客観的評価を行うことで、今後の取組への更なる意欲増発に期待します 

・日本におけるモビリティウィーク＆カーフリーデーの質的向上をねらいます 

・他団体や一般市民の関心を集める機会とします 

 

■賞の部門 

１．まちづくり貢献賞 

恒常的な施策の展開や、地域のまちづくりへ貢献をしている団体を表彰します。 

２．イベント・プロジェクト賞 

モビリティウィーク＆カーフリーデーにおいて充実した活動を行った団体を表彰しま

す。 

３．市民向けアピール賞 

ヨーロッパモビリティウィーク＆カーフリーデーの目的の一つである広報活動を充実

して行った団体を表彰します。 

４．カーフリーデーベストショット賞 

カーフリーデー当日におけるカーフリーデーならではの風景写真を表彰します。 

 

■過去の受賞都市 

 まちづくり貢献賞 イベント・プロジェクト賞 市民アピール賞 

2017 松本市 豊橋市 横浜市 

2016 京都市 松本市・那覇市 該当なし 

2015 松本市 さいたま市 京都市 
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「モビリティウィーク＆カーフリーデーなら」の実施 

～今日は車をおいて出かける日／いろいろな方法で移動しよう！～ 

 

 本市では、車に頼らない快適で持続可能なまちづくりを考え、イベントを通して、対象

の地域内で車を使わない空間を創り体感してもらう「モビリティウィーク＆カーフリーデ

ーなら」を奈良県初で実施します。 

 
 

 モビリティウィーク（9月 16日～22日）は車に頼らない、快適で持続可能なまちづ
くりを考え、行動する週間で、昨年は世界で約2,500都市が参加しています。 
 

 カーフリーデーの 9月 22日には、三条通りの一部で交通規制を実施し、車を使わな
い空間を創ります。また、ＪＲ奈良駅東口広場にて車を使わなくても楽しめる体験型
イベント等を開催。マイカー利用縮減と温室効果ガス削減につなげます。 

 
 
 

１ 対象・目的  

「モビリティウィーク＆カーフリーデー」は、地球温暖化や大気汚染、渋滞など、都

市部における車中心の生活から引き起こされる諸問題を解決し、持続可能な移動手段へ

と転換を目指すため、ヨーロッパを中心に昨年は世界で約 2,500都市が参加しています。 

普段、マイカーを使う市民のみなさん、また近隣商店、観光客のみなさんに参加して

いただき、「奈良は車に乗らない方が暮らしやすい」「車がない方がお客さんが増えた」

「奈良は車で来なくても楽しい」を体感してもらうことを目的としています。 

 

 



２ 日時・場所・内容 

モビリティウィーク 平成 30年 9月16日（日）～9月 22日（土） 

① パネル展示 平成30年9月 18日（火）～9月 21日（金） 

            市役所 1階連絡通路にて実施 

カーフリーデー   平成 30年 9月22日（土） 

① ブース出展、ウォーキングイベント、自転車イベント 

ＪＲ奈良駅東口広場 午前 10時～午後 3時 

② 交通規制 三条通りの一部 午前 10時～正午 

ＪＲ奈良駅前交差点から今辻子町まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）ブース出展 

ミニトマトすくい 

COOLCHOICE啓発コーナー、自転車発電体験コーナー 

間伐材を使ったおもちゃ作り 

ソーラークッカーによる実演 

自転車と歩くならみどころマップ 

シェアバイクのパネル展示、使用方法と乗車体験 

地産地消のブース 等 

 

（2）ウォーキングイベント   

・春日山原始林ガイドウォーク【参加費：500円（保険代・資料代）、定員：30名】 

三条通りから春日大社参道を歩き、巨樹などを紹介しながら春日山とのつながりを

感じていただいた後、春日大社を参拝いただけます。（春日大社にて解散） 

時間：10：30～正午頃 

 



・記紀万葉の道巡りエコツアー【参加費：無料、定員 15名】 

JR 奈良駅→西方寺→船橋商店街→大仏鉄道記念公園→ホテルリガーレ春日野→興

福院→聖武天皇陵・光明皇后陵→転害門→奈良県庁（時間があれば屋上へ）解散 

会場でのオープニングイベント終了後（10：30頃）出発、所要時間 2時間、 

概算距離 4km 

 

（3）自転車イベント 

・自転車フォトラリー【参加費：無料、当日申込、各自出発】  

イベント会場で配布される地図に掲載されているスポットと同じ箇所の写真を集

めてまわりましょう！たくさん集めて、アンケートに答えてくれた方には景品をプ

レゼント。  

・自転車でめぐる平城宮跡・唐招提寺 

【参加費：1,000円（唐招提寺の拝観料含む）、 

出発時間：午前10時半～、午後 1時～、定員：各 10名】 

電動自転車で奈良市をめぐるツアーです。 

約 2時間のミニツアーになります。 

 

※申込が必要なイベントについては、詳細が決まりましたらHPでお知らせします。 

 

３ 主催   モビリティウィーク＆カーフリーデーなら実行委員会 

       奈良市（環境政策課・交通政策課・観光戦略課）、奈良県地球温暖化防

止活動推進センター、特定非営利活動法人奈良ストップ温暖化の会（Ｎ

ＡＳＯ）、奈良市地球温暖化対策地域協議会、奈良交通㈱、 

㈱奈良シティエフエムコミュニケーションズ 

 

４ 予算 

「モビリティウィーク＆カーフリーデーなら」実行委員会負担金 1,500千円 

 

５ 他市の状況 

  日本での初実施は 2004 年（平成 16 年）に横浜市・松本市・名古屋市の 3 都市で、

2017 年（平成 29 年）には 12 都市（仙台市、さいたま市、横浜市、逗子市、松本市、

豊橋市、金沢市、福井市、京都市、大阪市、高松市、那覇市）で実施しました。 

 

 



 

 『モビリティウィーク＆カーフリーデー』とは 

 ヨーロッパでは、毎年 9月16日～22日に「ヨーロッパモビリティウィーク（※1）」

という社会的なイベントが行われています。 

環境問題を都市交通の面から対処していくため、また街に人中心の賑わいを創り出し

ていくため、「車の使い方」を見直そうというものです。街本来のあり方を社会啓発し、

車優先社会からの価値観の転換に向けた取組で、カーフリーデー（※2）はこのプロジ

ェクトの中心イベントとなっています。 

 

 

※1 ヨーロッパモビリティウィーク 

  2002年から実施されているカーフリーデーを発展させた欧州委員会（環境総局）のプロジェクトで

す。カーフリーデーの前一週間を都市交通を考える交通週間として位置づけ、新しい交通施策を展開

する機会となっています。 

毎年決められるテーマに従い、まる一週間、公共交通機関・自転車・生活道路等を考える催しが日

替わりで行われます。 

 

※2 カーフリーデー 

 1997年にフランスで行われた「車のない日」が発端となっている、車と都市・車と地球環境・車と

都市文化を考える1日です。街では車に頼らなくても日常生活には支障がないことを実感してもらう

ために、都心部において1日マイカーを使わない地区を創り出し、市民一人ひとりが車のない都市環

境を体験しその変化を実感します。1998 年からフランス、2000 年からはＥＵのプロジェクトになり

ました。 

 

 


